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支援機器 Robot-assisted BWST(body-weight-supported treadmill) 
分類(ISO9999) 4 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

①ロボット支援ＢＷＳＴＴは自力ＢＷＳＴＴよりもＱＯＬの改善をもたらす ②トレーニング
プロトコールに関係なくＭＳを有する人のＱＯＬを改善する ③ロボット→自力 or 自力→ロボ
ットよりも大きな改善をもたらす 

研究デザイン 群内比較（クロスオーバー） 
障害・疾患 神経難病 
対象者・数 障害者１３人 
主要アウトカム QOL（MSQLI,FSS,LS) 
副次アウトカム 1  
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 介入前と比し介入後のＱＯＬ改善。ロボット→自力により身体的健康度（ＰＣＳ）の改善 
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